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輝
か
し
い
平
成
　
年
の
新
春
に
あ
た
り
、

23

市
民
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
ご
健
勝

に
て
清
々
し
い
新
年
を
お
迎
え
の
こ
と
と

お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。
ま
た
平
素
よ
り
、

関
市
政
の
推
進
に
つ
き
ま
し
て
格
別
の
ご

理
解
と
ご
協
力
を
賜
り
、
心
よ
り
厚
く
御
礼

申
し
上
げ
ま
す
。

　
昨
年
は
、
天
皇
・
皇
后
両
陛
下
の
ご
臨
席

を
仰
ぎ
「
第
　
回
全
国
豊
か
な
海
づ
く
り
大

30

会
」
を
開
催
で
き
ま
し
た
こ
と
や
、
市
制
　60

周
年
・
合
併
5
周
年
記
念
式
典
を
は
じ
め
各

種
記
念
行
事
の
開
催
を
通
し
て
、
市
民
の
皆

様
と
と
も
に
節
目
の
年
を
お
祝
い
す
る
こ

と
が
で
き
、
大
変
思
い
出
深
い
年
で
あ
り
ま

し
た
。
加
え
て
、
関
市
民
の
中
か
ら
初
め
て

人
間
国
宝
が
認
定
さ
れ
る
な
ど
、
飛
躍
と
発

展
の
年
と
し
て
関
市
の
歴
史
に
新
た
な
1

ペ
ー
ジ
を
刻
む
こ
と
が
で
き
、
新
し
い
年
を

迎
え
改
め
て
喜
び
を
感
じ
て
い
ま
す
。

　
私
は
、
市
民
生
活
を
根
底
か
ら
支
え
る

「
安
全
・
安
心
な
ま
ち
づ
く
り
」
に
一
貫
し

て
取
り
組
ん
で
お
り
ま
す
が
、
い
か
な
る
災

害
に
も
対
応
で
き
、
安
心
し
て
子
ど
も
を
生

み
育
て
ら
れ
る
環
境
整
備
や
医
療
・
福
祉
体

制
の
充
実
な
ど
、
取
り
組
む
べ
き
課
題
は
ま

だ
ま
だ
大
き
な
も
の
が
あ
り
ま
す
。

　
ま
た
、
市
民
生
活
の
多
様
化
と
少
子
高
齢

化
が
進
む
中
、
快
適
で
安
心
で
き
る
生
活
を

営
み
、
市
民
の
皆
様
が
こ
れ
か
ら
も
住
み
続

け
た
い
と
思
え
る
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
る

た
め
に
は
、
良
好
な
生
活
環
境
づ
く
り
な
ど

に
加
え
、
健
康
増
進
、
医
療
、
市
民
活
動
な

ど
に
関
わ
る
質
の
高
い
サ
ー
ビ
ス
を
提
供

す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　
そ
こ
で
、
わ
か
く
さ
・
プ
ラ
ザ
や
市
役
所

と
中
濃
厚
生
病
院
と
の
隣
接
地
に
「
健
康
福

祉
交
流
施
設
」
を
整
備
し
、
新
た
な
健
康
・

福
祉
・
医
療
に
関
わ
る
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し
、

市
民
の
健
康
づ
く
り
を
推
進
し
ま
す
。
計

画
を
進
め
る
に
あ
た
っ
て
は
、
継
続
し
て
市

民
の
皆
様
か
ら
ご
意
見
を
い
た
だ
き
、
真
に

お
役
に
立
て
る
使
い
や
す
い
施
設
を
つ
く

る
た
め
に
誠
心
誠
意
取
り
組
み
、
よ
り
暮
ら

し
や
す
い
ま
ち
に
し
て
い
き
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
平
成
　
年
に
開
催
さ
れ
る
「
ぎ
ふ

24

清
流
国
体
・
ぎ
ふ
清
流
大
会
」
に
向
け
、
6

競
技
の
会
場
と
な
る
関
市
に
、
全
国
か
ら
大

会
に
来
ら
れ
る
選
手
や
関
係
者
の
皆
様
を

温
か
く
お
迎
え
で
き
る
よ
う
、
万
全
の
準
備

を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。「
全
国
豊
か
な
海

づ
く
り
大
会
」
を
成
功
さ
せ
た
結
束
力
を
礎

に
、
全
市
を
挙
げ
た
機
運
の
盛
り
上
が
り
に

努
め
な
が
ら
、
大
会
の
成
功
に
向
け
、
市
民

の
皆
様
と
と
も
に
力
を
合
わ
せ
て
取
り
組

ん
で
い
き
た
い
と
考
え
ま
す
。

　
今
後
と
も
、
市
民
と
の
、
そ
し
て
市
民
同

士
の
絆
の
深
い
、
夢
の
あ
る
ま
ち
づ
く
り
に

邁
進
い
た
し
ま
す
の
で
、
よ
り
一
層
の
ご
支

援
と
ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
い

た
し
ま
す
。

　
新
し
い
年
が
皆
様
、
そ
し
て
関
市
に
と
っ

て
明
る
く
、
実
り
多
い
年
に
な
り
ま
す
よ
う

祈
念
い
た
し
ま
し
て
、
年
頭
の
あ
い
さ
つ
と

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

い
つ
ま
で
も
安
心
し
て
暮
ら
し
た
い
と

　
　
　
　
　
　
　
思
え
る
ま
ち
づ
く
り
を

関
  市
  長

   尾
  藤
　
 義
  昭
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謹謹謹謹謹謹謹謹謹謹賀賀賀賀賀賀賀賀賀賀 新新新新新新新新新新謹賀 年年年年年年年年年年
　
新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。

　
平
成
　
年
の
新
春
を
迎
え
ら
れ
ま
し
た

23

こ
と
、
関
市
議
会
を
代
表
し
、
心
よ
り
お
慶

び
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　
昨
今
の
経
済
情
勢
に
お
い
て
は
、
平
成
　20

年
の
リ
ー
マ
ン
シ
ョ
ッ
ク
の
影
響
に
よ
り
、

依
然
と
し
て
世
界
的
に
不
透
明
な
状
況
が

続
い
て
い
ま
す
。
国
内
に
お
い
て
は
、「
緩

や
か
に
安
定
し
つ
つ
あ
る
」
と
も
言
わ
れ
て

お
り
ま
す
が
、
デ
フ
レ
の
域
を
脱
し
て
お
ら

ず
金
融
や
雇
用
を
始
め
ま
だ
ま
だ
厳
し
い

も
の
が
あ
り
ま
す
。

　
関
市
の
企
業
も
、
得
手
と
す
る
「
も
の
づ

く
り
」
の
技
術
を
発
揮
さ
れ
、
明
る
く
幸
多

い
年
と
な
り
ま
す
よ
う
願
う
も
の
で
あ
り

ま
す
。

　
昨
年
は
、「
第
　
回
全
国
豊
か
な
海
づ
く

30

り
大
会
」
の
開
催
に
よ
り
、
水
と
緑
豊
か
な

関
市
を
全
国
に
向
け
て
情
報
発
信
し
、
文
化

の
薫
り
高
き
関
市
を
ア
ピ
ー
ル
す
る
最
高

の
機
会
と
な
り
ま
し
た
。
こ
れ
を
契
機
に
、

放
流
会
場
と
な
っ
た
小
瀬
・
池
尻
地
区
周
辺

の
市
有
林
を
「
魚
つ
き
保
安
林
」
に
指
定
し

ま
し
た
。
こ
れ
は
、
川
に
流
れ
込
む
水
の
汚

濁
を
防
い
だ
り
、
養
分
豊
か
な
水
を
供
給
す

る
森
林
の
働
き
に
よ
っ
て
魚
の
生
息
、
繁
殖

を
維
持
す
る
た
め
に
環
境
を
保
全
す
る
も

の
で
す
。

　
ま
た
、
市
制
施
行
　
周
年
、
合
併
5
周
年

60

と
い
う
節
目
の
年
で
も
あ
り
、
さ
ら
な
る
関

市
の
発
展
と
、
一
体
感
の
醸
成
に
向
け
た
市

政
を
進
め
て
い
く
必
要
を
感
じ
た
と
こ
ろ

で
あ
り
ま
す
。
市
街
地
の
活
性
化
に
資
す

る
重
要
な
都
市
計
画
道
路
西
本
郷
一
ツ
山

線
は
、
安
桜
小
学
校
北
ま
で
の
間
を
第
一
工

区
と
し
て
完
成
し
ま
し
た
。
こ
の
道
路
は

県
道
富
加
美
濃
線
か
ら
テ
ク
ノ
ハ
イ
ラ
ン

ド
、
市
役
所
、
わ
か
く
さ
ト
ン
ネ
ル
を
通
り
、

中
心
市
街
地
を
南
北
に
貫
く
幹
線
道
路
で

す
。
ま
た
、
一
昨
年
に
関
広
見
イ
ン
タ
ー

チ
ェ
ン
ジ
が
供
用
開
始
さ
れ
た
東
海
環
状

自
動
車
道
は
、
東
海
北
陸
自
動
車
道
と
の
相

互
作
用
に
よ
り
人
や
物
の
交
流
が
活
発
に

な
っ
て
き
ま
し
た
。
こ
う
し
た
イ
ン
フ
ラ

整
備
に
つ
い
て
は
、
早
期
の
全
線
開
通
が
待

た
れ
ま
す
。

　
現
在
の
地
方
自
治
の
運
営
は
、
大
き
な
変

革
の
動
き
が
あ
り
ま
す
。
国
に
よ
る
「
地
域

主
権
、
地
方
制
度
改
革
」
の
考
え
の
も
と
、

国
と
地
方
の
役
割
分
担
の
見
直
し
や
、
地
方

へ
の
権
限
移
譲
、
税
財
源
の
拡
充
と
共
に
、

地
方
公
共
団
体
の
基
本
構
造
に
つ
い
て
議

論
さ
れ
て
い
ま
す
。
地
方
自
治
体
の
自
己

決
定
・
自
己
責
任
の
範
囲
が
拡
大
す
れ
ば
、

現
在
の
二
元
代
表
制
の
一
翼
で
あ
る
議
会

の
役
割
は
よ
り
一
層
の
重
要
性
を
増
す
こ

と
に
な
り
ま
す
。
市
民
の
負
託
に
応
え
、
議

会
と
し
て
の
チ
ェ
ッ
ク
機
能
を
十
分
に
発

揮
す
る
こ
と
だ
け
で
な
く
、
地
域
の
実
情
に

合
わ
せ
て
自
ら
の
判
断
で
権
能
を
行
使
で

き
る
強
い
議
会
、
市
民
に
開
か
れ
た
議
会
を

目
指
す
こ
と
が
必
要
で
す
。

　
全
市
民
の
皆
さ
ん
と
共
に
、
郷
土
関
市
の

素
晴
ら
し
い
自
然
を
生
か
し
、
交
流
を
深
め
、

希
望
あ
ふ
れ
る
ま
ち
づ
く
り
を
一
緒
に
進

め
て
行
け
る
こ
と
を
お
祈
り
し
、
新
年
の
ご

あ
い
さ
つ
と
い
た
し
ま
す
。

希
望
あ
ふ
れ
る
郷
土
の
実
現
を

関
市
議
会
議
長

   石
  原
　
 教
  雅
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関市の 主な主な出来出来事事

▲全国豊かな海づくり大会（6月）

▲関まつりで
　「関＊はもみん」
　初登場（4月）

▲関市キャラクター、
　60周年ロゴマーク発表
　（1月）

出　来　事月

市民活動センターオープン

1 関市イメージキャラクター、市制60周年記念ロゴマー
ク決定

奥長良川名水株式会社と「災害時生活必需物資の調達・
運搬に関する協定」締結2

武芸川中学校3年の杉下絵里華さんが「一日関市長」
に就任（関市初）

3 ＮＨＫ 「ＢＳ日本のうた」公開収録（関市文化会館）

地域情報化高速インターネット事業着手

楽天株式会社との連携協力に関する協定を締結

上之保生涯学習センター指定管理運営開始

4

国体推進室を企画部に設置

関まつり第1回ふれあいジョギングフェスタ開催

関市イメージキャラクター「関＊はもみん」が関まつ
りで初登場

富野ふれあいセンターオープン

「推奨観光土産品」推奨状授与式（関市観光協会として
初の審査・推奨）

ブラジル姉妹都市のモジ・ダス・クルーゼス市から使
節団が来関

都市計画道路西本郷一ツ山線第1工区完成

関商工高校と強豪校が硬式野球とラグビーで交流試合

5
「和の祭典」提灯行列＆花火大会開催

フランス・ティエール市へ表敬訪問

市庁舎に太陽光発電システム、LED照明設備設置

第30回全国豊かな海づくり大会～ぎふ長良川大会～、
関市を主会場に開催

6

瀬尻小学校が全国豊かな海づくり大会漁場・環境保全
部門大会会長賞（全国1位）を受賞

関あゆ丼プロジェクト始動

連続不審火緊急連絡会議

松尾山（小瀬）が魚つき保安林に指定

木造菩薩坐像2躰と木造能狂言面53面附木造古楽面8
面が国指定重要文化財（彫刻）に指定

詣 警罫罫罫罫罫罫罫罫罫罫罫罫罫罫罫罫罫罫罫罫罫罫罫罫罫罫罫罫罫罫罫罫罫罫罫罫罫罫罫罫罫

詣 警罫罫罫罫罫罫罫罫罫罫罫罫罫罫罫罫罫罫罫罫罫罫罫罫罫罫罫罫罫罫罫罫罫罫罫罫罫罫罫罫罫

詣 警罫罫罫罫罫罫罫罫罫罫罫罫罫罫罫罫罫罫罫罫罫罫罫罫罫罫罫罫罫罫罫罫罫罫罫罫罫罫罫罫罫

詣 警罫罫罫罫罫罫罫罫罫罫罫罫罫罫罫罫罫罫罫罫罫罫罫罫罫罫罫罫罫罫罫罫罫罫罫罫罫罫罫罫罫

詣 警罫罫罫罫罫罫罫罫罫罫罫罫罫罫罫罫罫罫罫罫罫罫罫罫罫罫罫罫罫罫罫罫罫罫罫罫罫罫罫罫罫

▲市役所庁舎に太陽光発電システム設置（5月）

▲和の祭典（5月）

▲富野ふれあいセンターオープン（4月）
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関市の       関市の  　主な出来事2010年

▲保戸島橋改修工事完成（7月）

出　来　事月

関市観光バスツアー（マスコミ対象）を初開催

7

保戸島橋補修工事完成

倉知小学校が岐阜県交通少年団自転車安全大会で優
勝。市内の小学校が同大会3連覇

緑ヶ丘中学校野球部が岐阜県中学校体育連盟夏季大会
優勝

第33回全国高等学校総合文化祭で関商工高バトントワ
リング部がグッドパレード賞受賞

8

全国高等学校定時制通信制陸上競技大会で関商工高校
定時制4年の水流勇樹君が4連覇

関市出身の村橋明郎監督が制作した映画「育子からの
手紙」を市内映画館で上映

中国友好都市の黄石市の市制60周年記念式典に関市か
ら訪問団が出席

今川が渇水

広瀬惟然300回忌俳句大会

染織家の土屋順紀さんが国指定重要無形文化財「紋紗」
の保持者（人間国宝）に認定　

9
金竜小学校校舎改築着工（平成23年12月完成予定）

公共交通フェスティバルを初開催

第1回関市名月の夕べ開催

東部支所を閉所（56年の歴史に幕）

市制60周年（合併5周年）記念式典開催

10

岸田昌久さんを3人目の名誉市民に選定

人間国宝の土屋順紀さんに市民栄誉賞を授与

関市消防団「市役所隊」が発足

上海万博で「刃物のまち関」をＰＲ

第36回マーチングバンド・バトントワリング東海大会
で関商工高校バトントワリング部が金賞受賞

関警察署と暴力団排除に向けた合意書締結

11ブログ「関らら日記」の月間アクセス件数が全国1位に
市民によるベートーベン関第九合唱団演奏会

2010ぎふ関全国子ども木の造形作品コンクール作品展

12VIVA！関！真冬の祭典イルミネーションコンテスト
金竜小学校が特色ある教育で岐阜県優秀校（県1位）受賞

詣 警罫罫罫罫罫罫罫罫罫罫罫罫罫罫罫罫罫罫罫罫罫罫罫罫罫罫罫罫罫罫罫罫罫罫罫罫罫罫罫罫罫

詣 警罫罫罫罫罫罫罫罫罫罫罫罫罫罫罫罫罫罫罫罫罫罫罫罫罫罫罫罫罫罫罫罫罫罫罫罫罫罫罫罫罫

詣 警罫罫罫罫罫罫罫罫罫罫罫罫罫罫罫罫罫罫罫罫罫罫罫罫罫罫罫罫罫罫罫罫罫罫罫罫罫罫罫罫罫

詣 警罫罫罫罫罫罫罫罫罫罫罫罫罫罫罫罫罫罫罫罫罫罫罫罫罫罫罫罫罫罫罫罫罫罫罫罫罫罫罫罫罫

詣 警罫罫罫罫罫罫罫罫罫罫罫罫罫罫罫罫罫罫罫罫罫罫罫罫罫罫罫罫罫罫罫罫罫罫罫罫罫罫罫罫罫

▲ベートーベン関第九合唱団演奏会（11月）

▲消防団市役所隊発足（10月）

▲公共交通
　フェスティバル（9月）

▲人間国宝の土屋順紀さん
　（9月）

▲名誉市民の岸田昌久さん（10月）



試食しました！

それ行け!

最
近
の
給
食
は
ぜ
い
た
く
に
な
っ
と
る
!?

今
ど
き
の
給
食

市民目線で
関市を調査!!

　

９
月
の
市
民
記
者
会
議
は
給
食
の
話
題
で
盛
り

上
が
り
ま
し
た
。

「
そ
う
い
え
ば
こ
の
前
、
学
校
の
〝
給
食
参
観
“

で
、
子
ど
も
と
一
緒
に
給
食
を
食
べ
た
り
、
栄
養

士
さ
ん
の
話
を
聞
い
た
よ
。
知
ら
な
い
こ
と
ば
っ

か
り
で
ビ
ッ
ク
リ
し
た
。」

「
な
か
な
か
手
に
入
ら
な
い
よ
う
な
、
い
い
材
料

を
使
っ
と
る
ら
し
い
よ
。」　

「
な
ん
か
、給
食
が
自
分
た
ち
の
と
き
と
は
変
わ
っ

て
き
と
る
ん
や
よ
。」

と
い
う
話
か
ら
、
自
分
た
ち
の
小
中
学
校
時
代
の

給
食
が
ど
う
だ
っ
た
か
を
思
い
出
し
な
が
ら
、

・
先
割
れ
ス
プ
ー
ン
・
ア
ル
ミ
の
食
器

・
ソ
フ
ト
麺
・
ミ
ル
メ
ー
ク
は
粉
？

・
牛
乳
は
ビ
ン
だ
っ
た
？

な
ど
な
ど
、
話
は
尽
き
ず
・
・
・

　

食
材
の
調
達
は
、
関
市
産
↓
岐
阜
県
産
↓
国
内

産
と
い
う
順
位
で
探
し
、
産
地
や
加
工
地
の
証
明

書
付
き
の
「
地
産
地
消
」
に
こ
だ
わ
っ
て
い
ま
す
。

　

た
と
え
ば
献
立
表
に
あ
る
「
き
せ
き
み
そ
汁
」

と
は
、「
季
節
の
関
の
野
菜
」
を
使
っ
て
い
る
み

そ
汁
で
す
。

市民記者会議は大盛り上がり

かわしま記者

こまり記者

ChapterChapter
 1

Chapter
 1

Chapter
 1

試食しました！

子どもたちの子どもたちの
食は大きは大きな愛で
守られていた！守られていた！

子どもたちの
食は大きな愛で
守られていた！関の給食は

美味かった!!

○ごはん（県内産　コシヒ
カリ！）

○とんかつ（国内産　豚肉
）

○五目煮豆（もちろん国産
大豆）

○すまし汁（わかめは鳴門
産、ねぎは関産！）

○牛乳（県内産）

★印のものは関市産
※印は岐阜県産 　

ベッカムくん

きせき野菜の日

なるほど！
いろいろ考えて
あるんですね

関市の給食でよく噛む
ことを意識した献立に
表示している

「き」せつ（季節）の「せき」し
（関市）の野菜を使って一品
つくる日に表示している

う ま

照会先
広報課　☎23－6806

6広報せき  2011.1.1



試食しました！試食しました！

昭和３９年（1964年）
それまでは弁当だった昼食を、栄養、衛生面の向上や保護者の負担
を軽減するため、桐谷地内に11校5,000食を作る事ができる給食セ
ンターが完成。
当時の給食費は、小学校1食30円、中学校1食35円。
（現在は小学校1食245円、中学校1食285円）

昭和５７年（1982年）
児童・生徒数の増加と施設の老朽化に伴い、 1日に12,000食を作る
ことができる大規模な給食センターとして、西本郷通にある現在の関
市学校給食センターが完成。

のぐち記者

あだち記者

きたむら記者

配食数：110 食 / 日
板取 2305 番地 

配食数：230 食 / 日
洞戸市場 248 番地 

配食数：430 食 / 日
中之保 5758 番地  

配食数：8,100 食 / 日
西本郷通 4丁目 1番 11 号

学校給食センターとは!?

※関市合併前は上之保、武芸川にも
　給食センターがありました。

●関市学校給食センターの成り立ち小学校
１位カレーライス
２位五目ごはん
３位レンコンチップス

中学校
１位ポテト春巻き
２位カレーライス
３位フルーツポンチ

Chapter
 1

ChapterChapter
 1

Chapter
 2

板取学校給食センター

洞戸学校給食センター 武儀学校給食センター

関市学校給食センター 

市内に全部で４カ所

思いを込めて設立されました

板取地域

洞戸地域

武芸川地域

関地域

上之保
地域
   

武儀地域

マイ箸になって
今は使われなくなった
先割れスプーンが
ありました。

見た目は機械で揚げた感じが
するけど、給食のトンカツ
昔はこんなに美味かったっけ？

昔は小分けした
箱でしたが、
今はよそい分け
なんですね。

「おお～～！食缶だ～」

「いただきま～す！」

おいしさにがっつくあまり、写真を
撮るのを忘れてしまいました・・・

試食しました！試食しました！試食しました！
※試食用の給食代は払いました (^o^)

子どもたちの
食は大きな愛で
守られていた！

今回は地域の中心的施設の
関市学校給食センターを
取材しました！！

やっぱり今でも
人気メニューはカレーだね！

博愛小学校
緑ヶ丘中学校
旭ヶ丘中学校
桜ヶ丘中学校
下有知中学校
富野中学校

小金田中学校
武芸川中学校

安桜小学校
旭ヶ丘小学校
桜ヶ丘小学校
瀬尻小学校
倉知小学校
南ヶ丘小学校

寺尾小学校　洞戸小学校　洞戸中学校

板取小学校　板取中学校

武儀西小学校
武儀東小学校
上之保小学校

武儀中学校
上之保中学校

担当校

担当校
担当校

担当校 富岡小学校
田原小学校
下有知小学校
富野小学校
金竜小学校
武芸小学校

給食費は全て食材費にあてら
れていて、光熱費や人件費な
どは市の予算でまかなわれて
いるんだって。
市民みんなの協力で子どもの
健康や成長が支えられている
んですね

  ちゃんとカロリー計算
してあるから太らないよね～

このトンカツ、
やわらかいよ！

  すまし汁、薄味
で塩分控えめだわ

7 広報せき  2011.1.1
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かわしま記者

事前に検便を受けた記者のみ調理
室へ入ります。そこは想像以上に整
然として無駄な動き一つ出来ないよ
うな緊迫した場所でした。
それが、食品衛生や子どもたちに少
しでも温かい物をお
いしく食べてもらお
うという、徹底した意
識があるからこそだ
と、後でお話を聞い
て分かることになり
ます・・・。

うっかり赤いラインの向こうに入り
かけて、厳重注意！！
（突然のことにびっくりして、少々へこん
でます・・・。どれだけ徹底されてい
るか良くわかりました）

【汚染作業区域と非汚染作業区域】
外部からの汚染を防ぐため、生肉、生魚を扱っ
たり、野菜の下処理などを行う区域（汚染作業
区域）を赤い線で厳密に区分しています。
洗浄や加熱によって有害微生物などの心配が
なくなったものが、非汚染作業区域で調理、配
分されます。
フライヤーの機械自体も、低温度の部分は汚
染作業区域になります。
子どもたちの口に近づく作業ほど完全な消毒
殺菌をした状態が保たれるわけです。

【残量】
残量は 1 日 200 ～ 500 キロ！この日も煮豆
がたくさん返ってきていました。地産地消で
素材にこだわった給食・・・。どうか残さ
ないでほしいと願うばかりです。

【手洗い】
調理室に入る前は 3回、ブラシでの手洗いをし
ます。その後アルコールで消毒・・・。その後
は自分の髪の毛や顔など触ってはいけません。
入る際のチェック表には「顔にできものがある
か」という項目も・・・。雑菌は絶対に持ち込
みません！

【食器洗浄】
子どもたちが使った食器は、次の日のため
に完全に洗浄されます。少しでも洗い残し
が無いよう、とても気を遣います。

【蒸気で調理】
この鍋は直径 110cm、900 人分の調理をするこ
とができます。揚げ物、焼き物料理以外は全て
蒸気の熱で調理されます。食材の品質が落ちな
いうちに素早く調理し、子どもたちに届けるた
めです。蒸気を抜いた瞬間の「シューッ」という
音にはかなりビックリします。

【野菜の下処理】
毎日、何百キロという野菜の下処理を調理前
までに済ませてしまう作業は本当に大変そう
です。「手や肩が痛くなってくるよ」と言う職員
の方の言葉に納得。

機械だけではき
れいにならない
ものは手洗いし
ます。

【搬出】
あの重い食缶を、両手に持ち、コンテナに素早
く積み込みます、相当の力仕事・・・。ここでも
誰がどの学校分を運んだか、など食品衛生上全
て記録されます。

【配缶】
昔懐かしい食缶に、各学年、各クラ
スの人数の違いを計算しながら、食
缶に書かれた数字を頼りに配って
いく作業、長年の感覚が大切！かな
りの重労働で、腰をいたわりながら
作業されている方も多くいます。

給
食
セ
ン
タ
ー
は
こ
う
な
っ
と
っ
た
！

ChapterChapter
 1

Chapter
 3

Chapter
 1

Chapter
 1

潜入！ 調理室潜入！ 調理室潜入！ 調理室潜入！ 調理室潜入！ 調理室

検便済み
OK

すっかりとけ
込んでいる

すっかりとけ
込んでいる

潜入記者 2
人

潜入記者 2
人すっかりとけ
込んでいる

すっかりとけ
込んでいる

潜入記者 2
人

潜入記者 2
人すっかりとけ
込んでいる

潜入記者 2
人

感動したこと

課題

感動したこと

課題

料理をかき混ぜるしゃもじはとにかくでかい！

汚染作業区域

非汚染作業区域

こぼれ話
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市
民
記
者
足
立
真
由　

川
嶋
涼
子

北
村
隆
幸　

小
鞠　

敦　

野
口
善
行

作
る
の
が
好
き
だ
か
ら

素
敵
な
調
理
員
さ
ん
が
い
て

栄
養
士
さ
ん
に
聞
く

肌
美
人
の

　
　
　

宝
庫
!?

量
が
多
い
の
で
腰
に
き
ま
す
ね

33
人
い
ら
っ
し
ゃ
る
調
理
員
の
中
か
ら

　

藤
田
百
合
子
さ
ん
、
間
宮
初
美
さ
ん
、

　
　

篠
田
実
千
代
さ
ん
に
伺
い
ま
し
た

Chapter
 1

現
場
に
聞
く
！

ChapterChapter
 1

Chapter
 4

ChapterChapter
 1

Chapter
 5 調査報告！

潜入！ 調理室潜入！ 調理室

すっかりとけ
込んでいる

潜入記者 2
人すっかりとけ
込んでいる

潜入記者 2
人

感動したこと感動したこと

課題課題

感動したこと感動したこと

課題課題

感動したこと

課題

　

大
き
な
鍋
と
し
ゃ

も
じ
を
使
っ
て
か
き

混
ぜ
る
作
業
と
い
っ

た
重
労
働
が
多
く
、

腰
を
い
た
わ
り
な
が

ら
作
業
し
て
い
る
人

も
少
な
く
あ
り
ま
せ

ん
。
調
理
員
は
50
歳

を
過
ぎ
た
人
も
多

く
、
体
力
的
に
も
大

変
で
す
。
ま
た
、
食

材
は
手
作
業
で
調
理

す
る
こ
と
が
多
く
、

特
に
に
ん
じ
ん
は
固
い
の
で
、
四
つ
割
り
に
す
る

と
手
の
ひ
ら
に
マ
メ
が
で
き
た
り
し
ま
す
。

　

ま
た
、
給
食
作
り

は
時
間
に
制
限
が
あ

り
ま
す
。
効
率
良
く

調
理
す
る
た
め
に
、

ど
の
釜
で
何
を
調
理

す
る
か
を
決
め
て
調

理
し
ま
す
。

　

昨
年
は
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
影
響
で
学
級

閉
鎖
が
あ
り
、
給
食
の
数
が
変
動
す
る
の
で
、
釜

の
配
分
が
大
変
だ
っ
た
そ
う
で
す
。

　

毎
日
大
変
で
す
が
、
料
理
を
作
る
こ
と
が
好
き

な
の
で
、
あ
ま
り
苦
に
な
り
ま
せ
ん
。
自
分
の
子

ど
も
が
学
校
給
食
を
食
べ
て
い
る
時
期
は
、
家
に

帰
っ
て
か
ら
共
通
の
話
題
に
な
り
ま
す
。
ま
た
、

子
ど
も
が
学
校
で

「
○
○
さ
ん
は
毎
日

お
母
さ
ん
の
手
作

り
弁
当
で
い
い

ね
。」
と
言
わ
れ
た

と
い
う
エ
ピ
ソ
ー

ド
も
あ
り
ま
し
た
。

　

調
理
員
の
皆
さ
ん
は
と
て
も
気
さ
く
な
人
ば
か

り
で
、
冗
談
を
交
え
な
が
ら
楽
し
く
お
話
を
聞
か

せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
学
校
給
食
を
作
る
仕
事

は
と
て
も
大
変
そ
う
で
し
た
が
、
子
ど
も
た
ち
の

た
め
に
一
生
懸
命
作
っ
て
く
だ
さ
っ
て
い
ま
す
。
給

食
を
作
っ
て
く
だ
さ
る
調
理
員
さ
ん
に
感
謝
し
て

残
さ
ず
食
べ
な
け
れ
ば
い
け
ま
せ
ん
ね
。

　

学
校
栄
養
教
諭
の
増
田
ひ
ろ
み
さ
ん
、
青
山
容

子
さ
ん
、
学
校
栄
養
職
員
の
村
橋
は
る
か
さ
ん
に

伺
い
ま
し
た
。

　

献
立
は
2
カ
月
前
に
作
り
ま
す
。
同
じ
も
の
が

重
な
ら
な
い
よ
う
に
す
る
こ
と
な
ど
、
食
べ
る
側

へ
の
配
慮
は
も
ち
ろ
ん
で
す
が
、
メ
ニ
ュ
ー
に

よ
っ
て
調
理
員
さ
ん
に
か
か
る
手
間
が
大
き
い
も

の
、
小
さ
い
も
の
が
あ
る
た
め
、
偏
ら
な
い
よ
う

な
配
慮
も
必
要
で
す
。
野
菜
も
一
度
火
を
通
し
、

ノ
ロ
ウ
イ
ル
ス
対
策
と
し

て
食
品
は
中
心
温
度
85
℃

以
上
で
1
分
以
上
加
熱
す

る
そ
う
で
す
。
も
ち
ろ
ん

化
学
調
味
料
も
使
い
ま
せ

ん
。

　

献
立
は
学
校
、
保
護
者

の
代
表
か
ら
構
成
さ
れ
る
献
立
作
成
部
会
に
諮
ら

れ
ま
す
。

　

小
学
生
も
中
学
生
も
基
本
的
に
全
校
同
じ
メ

ニ
ュ
ー
で
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
や
た
ん
ぱ
く
質
、
塩
分

の
基
準
が
異
な
る
た
め
、
量
で
調
整
し
ま
す
。

　

味
は
小
学
1
年
生
か
ら
中
学
3
年
生
ま
で
同
じ

に
せ
ざ
る
を
得
な
い
の
が

現
状
で
す
。
小
・
中
学
生

の
献
立
を
別
々
に
、
さ
ら

に
小
学
生
は
低
学
年
、
中

学
年
、
高
学
年
別
に
す
る

こ
と
が
理
想
。

　

給
食
を
残
す
理
由
の

ひ
と
つ
に
「
ダ
イ
エ
ッ

ト
」
が
あ
り
ま
す
が
、
学
校
給
食
は
人
間
が
活
動

す
る
た
め
に
必
要
な
カ
ロ
リ
ー
を
ち
ゃ
ん
と
計
算

し
て
い
る
の
で
、
残
さ
ず
し
っ
か
り
食
べ
て
ほ
し

い
と
こ
ろ
で
す
。

　

カ
レ
ー
、
ち
ら
し
寿
し
な
ど
人
気
が
あ
り
ま
す

が
、
和
食
（
煮
豆
、
ひ
じ
き
の
煮
付
、
関
東
煮
な

ど
の
煮
物
）

は
人
気
が
あ

り
ま
せ
ん
。

　

ま
た
、
子

ど
も
た
ち
の

意
見
を
聞
く

た
め
に
、
ア

ン
ケ
ー
ト
で

は
な
く
、
食

育
の
授
業
の

後
、
栄
養
士

が
学
校
で
子

ど
も
た
ち
と

一
緒
に
給
食

を
食
べ
な
が

ら
話
を
聞
き

ま
す
。

煮
炊
き
の
釜
は
蒸
気

が
使
わ
れ
て
い
る
た

め
、
高
湿
度
に
な
っ

て
い
ま
す
。
そ
の
た

め
か
、
調
理
員
の
皆

さ
ん
の
お
肌
は
つ
や

つ
や
！

こぼれ話こぼれ話こぼれ話

【記録】
衛生管理上、誰が・いつ・何を・どうしたという作業
内容や消毒保管庫の温度など全て記録をしています。

徹底的な衛生管理がすごい。
きっちりと分けられた調理場にびっくり。

地産池消への取り組みがすごい。
献立作りは想像以上に大変。どうしてもない
時にしか外国産は使いません。

やっぱり残量を減らさないともったい
ない。
これだけこだわった給食なんだから、残さず
食べてほしい。

なにより、大きな調理器具にびっくり。
調理は重労働。しかも時間との戦い
時間に追われながら、丁寧に 1 枚 1 枚目視
で取り除く葉物の虫取りや、おもーい鍋。本
当にお疲れ様です。

1

2

1 子どもたちの成長期に合わせたきめ細
やかなメニューが理想。
現状維持が精一杯で設備も人も足りない状
況。

2

3
4

　

今
回
取
材
を
し
、
実
に
何
十
年
か
ぶ
り
に
学
校
給
食
を
食

べ
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
、
正
直
驚
き
を
隠
せ
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

何
に
驚
い
た
の
か
、
そ
れ
は
「
家
よ
り
良
い
も
ん
食
っ
と
る

や
ん
」
っ
て
こ
と
。
地
産
池
消
へ
の
こ
だ
わ
り
、
そ
し
て
徹
底

的
な
安
全
管
理
へ
の
取
り
組
み
に
驚
い
た
の
で
す
。

　

徹
底
的
な
地
産
池
消
へ
の
取
り
組
み
に
は
、
ま
ず
関
市
産

の
も
の
、
な
け
れ
ば
岐
阜
県
産
、
そ
れ
も
な
け
れ
ば
国
産
、

ど
う
し
て
も
な
い
時
に
し
か
外
国
産
は
使
わ
な
い
そ
う
で
す
。

米
な
ん
て
岐
阜
県
産
ハ
ツ
シ
モ
ま
た
は
コ
シ
ヒ
カ
リ
１
０

０
％
。
す
ご
い
で
す
ね
〜
。
給
食
の
米
は
「
古
米
」
だ
と
思
っ

て
い
た
私
。
申
し
訳
な
い
気
持
ち
に
な
り
ま
し
た
。

　

た
だ
、
そ
の
分
、
材
料
の
値
段
は
上
が
り
ま
す
。
安
全
は

高
い
の
で
す
。

　

関
市
の
子
ど
も
た
ち
よ
！
こ
ん
な
良
い
も
の
食
べ
と
っ
て
、

も
し
も
残
し
て
い
た
ら
も
っ
た
い
な
い
よ
！
関
市
の
学
校
給

食
、
そ
れ
は
、
関
市
の
人
た
ち
が
、
で
き
る
だ
け
関
近
郊
の

も
の
で
、
徹
底
的
に
安
全
に
こ
だ
わ
っ
た
も
の
で
す
。
食
材

を
作
っ
て
く
れ
る
方
、
給
食
を
作
っ
て
く
れ
る
方
、
そ
し
て

給
食
費
を
払
っ
て
く
れ
る
保
護
者
の
皆
さ
ん
に
感
謝
し
、
心

し
て
い
た
だ
き
ま
し
ょ
う
。
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○
踏
切
で
は
必
ず
一
旦
停
止
の
励
行
を

　
踏
切
で
は
、
路
面
の
凍
結
に
よ
る
ス
リ
ッ
プ
な

ど
大
変
危
険
で
す
。
歩
行
、
自
転
車
・
自
動
車
の

運
転
に
は
、
十
分
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

　
列
車
は
急
に
停
車
で
き
ま
せ
ん
。
踏
切
で
は

必
ず
一
旦
停
止
し
て
、
安
全
を
確
認
し
て
横
断
し

て
く
だ
さ
い
。

　
企
画
列
車
を
受
け
付
け
開
始

　
家
族
や
グ
ル
ー
プ
な
ど
で
ゆ
っ
く
り
楽
し
ん
で

い
た
だ
け
る
企
画
を
用
意
し
て
い
ま
す
。
多
数

の
方
の
参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

☆
長
良
川
鉄
道
開
業
　
周
年
記
念
　
　
　
　

25

春
ま
ぢ
か
古
今
伝
授
を
巡
る
た
び
♪

◆
旅
行
日
　
2
月
　
日（
水
）・
　
日（
土
）・
　
日

23

26

27

（
日
）・
3
月
2
日（
水
）・
5
日（
土
）・
6
日（
日
）

◆
締
切
日
　
各
5
日
前

◆
募
集
人
数
　
各
　
人（
最
少
催
行
人
数
　
人
）

30

20

◆
会
費
　
1
人
5
7
0
0
円（
線
内
同
一
料
金
）

※
会
費
に
は
、運
賃
、食
事
代（
飲
み
物
1
杯
付
）、

古
今
伝
授
の
里
フ
ィ
ー
ル
ド
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
共

通
入
館
料
（
東
氏
記
念
館
・
和
歌
文
学
館
）
が

含
ま
れ
ま
す
。

◆
行
程
　

9:42
9:52

美
濃
太
田（
    ）→
富
加（
    ）→

関

9:58
10:06

10:19

口（
    ）→
関（
     ）→
美
濃
市（
     ）

11:18

→
徳
永（
     ）＝
送
迎
バ
ス
＝
昼
食
＆
散
策

《
古
今
伝
授
の
里
フ
ィ
ー
ル
ド
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
》

11:30
13:45

（
     
～
 
    ）＝
送
迎
バ
ス
＝
酒
蔵
見
学

＆
母
情
供
新
酒
僑
の
試
飲
《
平
野
醸
造
》13:55

（
     

14:15

～
 
    ）＝
送
迎
バ
ス
＝
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
《
道

の
駅
　
古
今
伝
授
の
里
や
ま
と
》14:25

（
     
～

15:25

     ）＝
送
迎
バ
ス
＝
郡
上
大
和

15:35

（
     ）→

み

16:26
16:51

な
み
子
宝
温
泉（
     ）→
美
濃
市（
     ）

→

17:03
17:07

17:13

関（
     ）→
関
口（
     ）→
富
加（
     ）

17:22

→
美
濃
太
田（
     ）

◆
そ
の
他

・
車
内
へ
の
飲
食
物
の
持
ち
込
み
は
自
由
で
す
。

・
列
車
は
往
復
貸
切
列
車
で
添
乗
員
が
同
行
し

ま
す
。
帰
り
の
列
車
は
途
中
下
車
有
効
で
す
。

・
最
少
催
行
人
数
に
満
た
な
い
場
合
は
、
中
止

ま
た
は
出
発
日
の
変
更
を
お
願
い
す
る
場
合

が
あ
り
ま
す
。

・
天
候
な
ど
に
よ
り
内
容
が
変
更
と
な
る
場
合

が
あ
り
ま
す
。

☆
郡
上
八
幡
宿
泊
乗
車
券
を
3
月
　
日
ま
で

30

発
売
中
♪

◆
利
用
方
法
　
郡
上
八
幡
観
光
旅
館
組
合
に
加

盟
す
る
旅
館
の
宿
泊
予
約
時
に
、
長
良
川
鉄

道
を
利
用
す
る
旨
を
申
し
出
る
と
、
旅
館
か

ら
往
復
無
料
乗
車
券
の
引
換
券
が
送
ら
れ
ま

す
。
引
換
券
は
美
濃
太
田
駅
・
関
口
駅
・
関

駅
・
美
濃
市
駅
で
「
郡
上
八
幡
宿
泊
乗
車

券
」
に
引
き
換
え
で
き
ま
す
。

長

良

川

鉄

道
だ
よ
り

 照
会
先
 　
長
良
川
鉄
道
株
式
会
社
　
緯
姥
3
9
2
1
  

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
　www.nagatetsu.co.j

                  p

 

新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

　
旧
年
中
は
、
長
良
川
鉄
道
を
ご
利
用
い
た
だ
き
ま
し
て
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　
今
年
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　
初
詣
は
、
長
良
川
鉄
道
を
ご
利
用
の
上
、
お
出
か
け
く
だ
さ
い
。

　
毎
年
　
月
ご
ろ
か
ら
翌
年
の
4
月
に
か

11

け
て
、
ノ
ロ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
を
原
因
と

す
る
ウ
イ
ル
ス
性
の
お
う
吐
・
下
痢
が
流
行

し
ま
す
。

　
ノ
ロ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
は
、
カ
キ
な
ど

の
二
枚
貝
の
生
食
に
よ
る
食
中
毒
が
有
名

で
す
が
、
こ
れ
ま
で
発
生
し
た
集
団
感
染

の
大
半
は
、
誰
か
が
ま
ず
ノ
ロ
ウ
イ
ル
ス

に
感
染
し
、
施
設
内
で
ヒ
ト
か
ら
ヒ
ト
へ

感
染
し
て
広
が
っ
て
い
く
と
い
う
も
の
で

し
た
。
こ
の
ヒ
ト
か
ら
ヒ
ト
へ
の
感
染
力

は
極
め
て
強
力
で
す
。
流
行
を
最
小
限
に

食
い
止
め
る
た
め
に
、
予
防
と
対
策
を
徹

底
し
ま
し
ょ
う
。

◆
ノ
ロ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
症
状

　
主
な
症
状
は
吐
き
気
、
お
う
吐
、
下
痢
、

腹
痛
で
す
。
1
～
2
日
間
で
回
復
し
ま
す

が
、
抵
抗
力
の
弱
い
乳
幼
児
や
高
齢
者
で

は
重
症
化
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

◆
お
う
吐
物
・
下
痢
便
の
処
理

　
ノ
ロ
ウ
イ
ル
ス
患
者
の
お
う
吐
物
や
便

に
は
、
ウ
イ
ル
ス
が
大
量
に
含
ま
れ
て
い

ま
す
。
ノ
ロ
ウ
イ
ル
ス
は
わ
ず
か
な
量
が

体
に
入
っ
た
だ
け
で
容
易
に
感
染
し
ま
す
。

　
ま
た
、
ノ
ロ
ウ
イ
ル
ス
は
塩
素
系
の
消

毒
剤
で
な
け
れ
ば
効
果
的
な
消
毒
は
で
き

ま
せ
ん
。
処
理
す
る
時
は
マ
ス
ク
や
手
袋

を
着
用
し
、
ぞ
う
き
ん
な
ど
で
し
っ
か
り

と
拭
き
取
っ
て
く
だ
さ
い
。
拭
き
取
っ
た

ぞ
う
き
ん
は
ビ
ニ
ー
ル
袋
な
ど
で
密
閉
し

て
捨
て
て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
お
う
吐
な

ど
で
汚
れ
た
衣
類
も
大
き
な
感
染
源
に
な

り
ま
す
。
そ
の
ま
ま
洗
濯
機
で
他
の
衣
類

と
一
緒
に
洗
う
の
は
避
け
ま
し
ょ
う
。

◆
家
庭
に
お
け
る
注
意
点

　
学
校
や
施
設
な
ど
で
集
団
発
生
し
て
も
、

そ
の
最
初
の
発
端
は
家
庭
内
で
の
感
染
に

よ
る
場
合
が
多
い
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

①
最
も
重
要
で
効
果
的
な
予
防
方
法
は「
こ

ま
め
な
手
洗
い
」
で
す
。
帰
宅
時
・
食
事

前
に
は
家
族
全
員
が
流
水
・
石
け
ん
で

し
っ
か
り
手
洗
い
を
し
ま
し
ょ
う
。
ま

た
調
理
や
配
膳
、
ト
イ
レ
の
後
な
ど
も

流
水
・
石
け
ん
で
手
洗
い
を
し
ま
し
ょ
う
。

②
貝
類
の
内
臓
を
含
ん
だ
生
食
が
時
に
ノ

ロ
ウ
イ
ル
ス
感
染
の
原
因
と
な
る
こ
と

を
知
っ
て
お
い
て
く
だ
さ
い
。
貝
類
は

十
分
に
加
熱
調
理
し
、
調
理
し
た
ま
な

板
や
包
丁
は
す
ぐ
に
熱
湯
消
毒
を
し
ま

し
ょ
う
。
生
食
は
特
に
高
齢
者
や
乳
幼

児
は
避
け
る
方
が
無
難
で
す
。

③
お
う
吐
物
を
処
理
し
た
場
所
や
衣
類
な

ど
の
消
毒
は
、
塩
素
系
消
毒
剤
や
漂
白

剤
を
薄
め
て
使
用
し
て
く
だ
さ
い
。

 照
会
先
 　
市
民
健
康
課（
緯
厩
0
1
1
1
）

 冬
季
に
流
行
す
る
感
染
性
胃
腸
炎

 
 　
「
ノ
ロ
ウ
イ
ル
ス
」
に
注
意
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篠
田
桃
紅
芸
術
月
間
2
0
1
1
　
桃
の
 栞
 　

し
お
り

　 　
第
5
回
と
な
る
岐
阜
現
代
美
術
館
と
篠
田
桃
紅
美
術
空
間
に
よ
る
共
同
企
画「
篠
田
桃
紅
芸

術
月
間
2
0
1
1
」
で
は
「
桃
の
栞
」
と
題
し
、
展
覧
会
に
合
わ
せ
て
コ
ン
サ
ー
ト
、作
品
鑑
賞
会
、

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
な
ど
の
関
連
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し
ま
す
。
篠
田
桃
紅
美
術
空
間
で
は
、桃
紅
の

制
作
の
中
で
水
墨
に
並
ん
で
重
要
な
表
現
活
動
で
あ
る
リ
ト
グ
ラ
フ
作
品
を
展
示
し
ま
す
。

篠
田
桃
紅
美
術
空
間
か
ら
の

お
知
ら
せ

企
画
展

「
水
と
墨
が
織
り
な
す
 詩
    桃
紅
リ
ト
グ
ラ
フ
」

ポ
エ
ジ
ー

　
水
墨
作
品
と
リ
ト
グ
ラ
フ
作
品
を
展
示
し

ま
す
。
桃
紅
に
と
っ
て
は
創
造
の
領
域
を
広

げ
て
く
れ
る
大
切
な
表
現
の
ひ
と
つ
で
あ
る

リ
ト
グ
ラ
フ
。
そ
の
魅
力
を
紹
介
し
ま
す
。

煙
会
　
期
…
1
月
7
日
（
金
）～
3
月
　
（
日
）

27

煙
入
館
料
…
高
校
生
以
上
3
0
0
円
、
中
学

生
以
下
無
料

煙
休
館
日
…
月
曜
日
（
休
日
を
除
く
）、
休
日

の
翌
日
（
土
・
日
曜
日
、
休
日
を
除
く
）

煙
開
館
時
間
…
午
前
9
時
～
午
後
4
時
　
分
30

煙
照
会
先
…
篠
田
桃
紅
美
術
空
間
（
緯
姥
7

7
5
6
）

【
臨
時
休
館
日
の
お
知
ら
せ
】

　
作
品
入
替
作
業
の
た
め
、
1
月
6
日
（
木
）

ま
で
閉
館
し
ま
す
。

 

◇
関
連
イ
ベ
ン
ト

「
ヘ
ル
マ
ン
・
メ
ニ
ン
グ
ハ
ウ
ス
　
ヴ
ィ
オ

ラ
・
コ
ン
サ
ー
ト
」

煙
日
時
…
2
月
4
日
（
金
）午
後
5
時
　
分
～

30

煙
場
所
…
篠
田
桃
紅
美
術
空
間

　
※
入
場
無
料
、
事
前
申
し
込
み
必
要

　
（
申
込
期
間
1
月
　
日
（
金
）～
　
日
（
金
））

14

28

煙
申
込
・
照
会
先
…
篠
田
桃
紅
美
術
空
間
（
緯

姥
7
7
5
6
）

「
学
芸
員
に
よ
る
解
説
会
」

煙
日
時
…
1
月
8
日
（
土
）、2
月
　
日
（
土
）、

12

3
月
　
日
（
土
）午
後
1
時
　
分
～
（
　
分
）

12

30

40

煙
場
所
…
篠
田
桃
紅
美
術
空
間

「
版
画
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

　
オ
モ
シ
ロ
版
画
に
ち
ょ
う
せ
ん
！
」

煙
日
時
…
3
月
5
日
（
土
）午
後
1
時
～
4
時

煙
場
所
…
わ
か
く
さ
・
プ
ラ
ザ
「
学
習
情
報

館
2
階
・
創
作
実
習
室
」

煙
参
加
費
…
1
0
0
0
円

　
※
事
前
申
し
込
み
必
要
（
申
込
期
間
2
月

1
日
（
火
）～
　
日
（
金
））

25

煙
申
込
・
照
会
先
…
篠
田
桃
紅
美
術
空
間
（
緯

姥
7
7
5
6
）

vol.76

イクメンはイケメン？

居照会先巨さんかくサポーター事務局　（まちづくり推進課内）緯23―6831

図版掲載　「Journey」1993年

　　　　　リトグラフ、手彩色

　このたび厚生労働省が『イクメン・プロジェクト』を立ち上げました。

　イクメンとは「子育てを楽しみ自分自身も成長する男」のことです。女性が出産を機に仕事をやめ

るようなことは今まででも多くありました。それを夫である男性が育休を取得して育児に関わること

で妻の負担を軽くすることができます。また、出産後も職場復帰することができます。

　子どもにとって親子の絆を深める良い機会ともなり、また妻からは頼もしい夫と思われます。そう

することでますます家族愛が育ち、明るい家庭になっていきます。　　　　　　　　　　　　　　　

　少子化問題でも母親一人の育児は大変であり、出生率が下がっているのも、父親の育休で育児の応

援があれば少しずつでも良くなっていくのではないでしょうか。そ

のためにも育休を気持ちよく取得できるように各職場がもっと理解

を示し、意識を変えていくことが大事かと思います　　 

　多くの女性が子育てを終えて昔を思い返す時、それは出産して1

年間、いや3歳までが大変な日々であったことを語り合うことが

多々あります。この大変な時期に愛する夫の手助けがあるかないか

で後々の人生がバラ色になるかどうかが問われるかも知れません。

　育児に携わる男性はかっこよく「イケメン」に見え、これを「イ

クメン」ともいうのではないでしょうか。もっともっと多くの男性

がイクメンになりましょう。　　　　　さんかくサポーター＜Ｓ＞
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 ◇
義
務
と
権
利
 

　
　
国
内
在
住
の
　
歳
か
ら
　
歳
ま
で
の

20

60

す
べ
て
の
方
は
、
国
民
年
金
に
加
入
し

て
保
険
料
を
納
付
す
る
義
務
が
あ
り
、

年
金
を
受
け
取
る
権
利
が
あ
り
ま
す
。

 ◇
加
入
の
手
続
き
 

　
　
学
生
や
自
営
業
者
（
第
1
号
被
保
険
）

の
方
は
、
市
役
所
国
保
年
金
課
で
手
続

き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

　
　
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
や
公
務
員
（
第
2
号

被
保
険
者
）
の
方
や
、
そ
の
方
に
扶
養
さ

れ
る
配
偶
者
（
第
3
号
被
保
険
者
）
の

方
は
、
勤
務
先
の
事
業
所
が
加
入
手
続

き
を
行
う
の
で
、
個
別
の
手
続
き
は
必

要
あ
り
ま
せ
ん
。

 ◇
保
険
料
の
猶
予
・
免
除
 

　
　
収
入
が
少
な
く
て
国
民
年
金
保
険
料

を
納
付
で
き
な
い
場
合
は
、
申
請
に
よ

り
納
付
が
猶
予
・
免
除
さ
れ
る
制
度
が

あ
り
ま
す
。
こ
の
申
請
を
し
な
い
ま
ま
、

国
民
年
金
保
険
料
が
未
納
と
な
っ
て
い

る
と
、「
万
が
一
」
の
と
き
に
障
害
年
金

が
受
け
取
れ
な
い
な
ど
の
事
態
を
招
き

ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

　
　
「
学
生
納
付
特
例
制
度
」
は
、
所
得
が

な
い
学
生
本
人
の
申
請
に
よ
り
納
付
が

猶
予
さ
れ
、
年
金
や
障
害
基
礎
年
金
を

受
け
取
れ
な
く
な
る
事
態
を
防
ぐ
制
度

で
す
。

　
　
そ
の
ほ
か
に
、
経
済
的
な
理
由
な
ど

に
よ
り
保
険
料
の
納
付
が
困
難
な
方
の

た
め
に
、「
保
険
料
免
除
制
度
」
や
「
若

年
者
納
付
猶
予
制
度
」
が
あ
り
ま
す
。

 ◇
保
険
料
の
納
付
要
件
 

　
　
障
害
基
礎
年
金
を
受
け
る
た
め
に
は
、

初
診
日
の
あ
る
月
の
前
々
月
ま
で
の
公

的
年
金
加
入
期
間
の
3
分
の
2
以
上
の

期
間
に
つ
い
て
、
保
険
料
が
納
付
ま
た

は
免
除
さ
れ
て
い
る
こ
と
、
ま
た
は
初

診
日
の
あ
る
月
の
前
々
月
ま
で
の
1
年

間
に
保
険
料
の
未
納
が
な
い
こ
と
が
必

要
で
す
。

〈
照
会
先
〉

　
　
国
保
年
金
課
年
金
係

　
　
　
　
緯
姥
6
7
2
4

　
　
美
濃
加
茂
年
金
事
務
所

　
　
　
　
緯
0
5
7
4
浦
8
1
8
1

国国国国国国国国国国国国国国国国
民民民民民民民民民民民民民民民民
年年年年年年年年年年年年年年年年
金金金金金金金金金金金金金金金金
のののののののののののののののの
おおおおおおおおおおおおおおおお
知知知知知知知知知知知知知知知知
らららららららららららららららら

国
民
年
金
の
お
知
ら
せせせせせせせせせせせせせせせせせ

新
成
人
の
皆
さ
ん
　
忘
れ
ず
に
国
民
年
金
の
加
入
手
続
き
を
し
ま
し
ょ
う

　
国
民
年
金
は
、
老
後
の
所
得
保
障
だ
け
で
は
な
く
、
病
気
や
け
が
で
重
い
障
が
い
が
残
っ

た
と
き
な
ど
に
も
年
金
を
支
給
し
、
思
い
が
け
な
い
人
生
の
「
万
が
一
」
も
サ
ポ
ー
ト
す
る

公
的
年
金
制
度
で
、
国
が
責
任
を
も
っ
て
運
営
し
て
い
ま
す
。

「避難所生活とはどのようなものか？「避難所生活とはどのようなものか？」」
～保健師さんの避難所体験談～

　「防災とボランティア週間」を前に、平成19年7月に発生した新潟県

中越沖地震で、柏崎市内の避難所に派遣された保健師から、避難所

では住民がどのように助け合ったか、どんな問題があったのかを語っ

てもらい、自助・共助・公助の重要性を学びます。

　どなたでも参加できますので、ぜひご来場ください。

 日　時 1月14日畳
　　　午後 7時～8時30分

　　　（午後6時30分開場）

市市市市市市市市市市市市市市市市 民民民民民民民民民民民民民民民民 防防防防防防防防防防防防防防防防 災災災災災災災災災災災災災災災災 講講講講講講講講講講講講講講講講 演演演演演演演演演演演演演演演演市 民 防 災 講 演 会会会会会会会会会会会会会会会会会

 場　所 　わかくさ・プラザ「学習情報館・多目的ホール」

 講　師 　井上玲子さん（岐阜保健所保健師）

◆定　員　　350人

◆入場料　　無料

◆照会先　　危機管理課　緯23-7736

　※1月15日～21日は「防災とボランティア週間」、

　　1月17日は「防災とボランティアの日」です。
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食
品
加
工
体
験

◆
定
員
　
各
体
験
メ
ニ
ュ
ー
と
も
　
人
20

　
（
申
し
込
み
順
）

◆
場
所
・
申
込
先
　
ふ
る
里
農
園
美
の
関

（
緯
浦
1
5
8
8
）

　
市
民
ス
キ
ー
大
会

◆
期
日
　
1
月
　
日
（
日
）

23

◆
場
所
　
ダ
イ
ナ
ラ
ン
ド
ス
キ
ー
場
（
郡
上
市
）

◆
種
目
　
ジ
ャ
イ
ア
ン
ト
ス
ラ
ロ
ー
ム
競
技

（
年
齢
別
・
男
女
別
）

◆
参
加
資
格
　
自
由
（
児
童
も
可
）

◆
受
付
　
当
日
午
前
9
時
～
9
時
　
分
に
ス

30

キ
ー
場
内
「
パ
ー
ブ
1
階
」

◆
参
加
料
　
5
0
0
円

◆
照
会
先
　
関
市
ス
キ
ー
ク
ラ
ブ
・
野
倉
学

（
緯
0
9
0
・
5
1
0
0
・
6
3
2
0
）

　
福
祉
講
演
会
  て
ん
か
ん
の
理
解

◆
日
時
　
1
月
　
日（
日
）午
後
1
時
　
分
～

16

30

4
時

◆
場
所
　
ひ
ま
わ
り
の
丘
地
域
生
活
支
援
セ

ン
タ
ー
・
2
階
研
修
室（
桐
ヶ
丘
）

◆
講
師
　
中
村
仁
さ
ん（
な
か
む
ら
ク
リ

ニ
ッ
ク
院
長
）

◆
定
員
　
　
人
40

◆
参
加
費
　
無
料

◆
照
会
先
　
ひ
ま
わ
り
の
丘
第
四
学
園（
緯

姥
2
5
5
4
　
姉
厩
9
2
1
4
）

　
岐
阜
県
博
物
館
の
お
知
ら
せ

◆
津
保
川
で
カ
モ
を
観
察
し
よ
う

　
学
芸
員
と
一
緒
に
観
察
し
ま
す
。

▽
日
時
　
1
月
　
日（
日
）午
前
　
時
～
正
午

16

10

▽
定
員
　
　
人
20

▽
参
加
費
　
無
料

▽
電
話
ま
た
は
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
申
し
込

み
。（
1
カ
月
前
か
ら
受
け
付
け
。
定
員

に
な
り
次
第
締
め
切
り
）

◆
里
山
ウ
オ
ッ
チ
ン
グ

　
シ
ジ
ュ
ウ
カ
ラ
、
エ
ナ
ガ
、
ヤ
マ
ガ
ラ
、

ル
リ
ビ
タ
キ
な
ど
の
野
鳥
が
見
ら
れ
ま
す
。

▽
日
時
　
1
月
　
日（
水
）午
前
　
時
～
正
午

19

10

※
当
日
受
け
付
け

▽
定
員
　
な
し

▽
参
加
費
　
無
料

※
野
山
を
歩
け
る
服
装
で
、
午
前
　
時
ま
で

10

に
百
年
公
園
北
口
駐
車
場
に
集
合

◆
場
所
・
照
会
先
　
岐
阜
県
博
物
館
（
緯
噂
3

1
1
1
）

　
市
民
活
動
セ
ン
タ
ー
週
末
イ
ベ
ン
ト

◆
ツ
イ
ッ
タ
ー
初
心
者
セ
ミ
ナ
ー

▽
日
時
　
1
月
　
日（
土
）午
前
　
時
　
分
～

15

10

30

正
午

▽
場
所
　
安
桜
ふ
れ
あ
い
プ
ラ
ザ

▽
定
員
　
　
人
10

▽
参
加
費
　
無
料

▽
講
師
　
鷲
見
光
恵
さ
ん
（
ツ
イ
ッ
タ
ー
岐

阜
交
流
会
）

◆
彫
っ
て
み
よ
う
「
消
し
ゴ
ム
は
ん
こ
」

▽
日
時
　
1
月
　
日
（
日
）
午
前
　
時
　
分
～

16

10

30

正
午

▽
場
所
　
安
桜
ふ
れ
あ
い
プ
ラ
ザ

▽
定
員
　
　
人
20

▽
参
加
費
　
は
ん
こ
1
個
に
つ
き
1
0
0
円

▽
講
師
　
河
村
つ
ぐ
み
さ
ん

◆
申
込
先
　
市
民
活
動
セ
ン
タ
ー（
緯
厩
7

7
7
2
）

おお
知知
らら
せせ

おお
知
ら
知
ら
せせ

催  し

講  座

募  集

相  談

案  内

催催催催催催催

ししししししし
も
よ
お
し

エントランスホール作品展
わかくさ・プラザ「学習情報館 1 階・エントランスホール」

展示内容タイトル期　 間

絵手紙の

展示
暮らしの中の絵手紙

1月5日浄～
1月12日浄

土器の展示縄文土器作り体験作品展示
1月13日状～
1月16日擾

ちぎり絵の

展示
和紙によるちぎり絵展

1月18日杖～
1月30日擾

◆休館日　月曜日（休日を除く）、休日の翌日（土・日・休日を除く）

◆照会先　生涯学習課（緯23－7777）

◆体験メニュー

参加費体験メニュー開催日時

1,000円
スイーツ作り

かぼちゃしぐれマフィン

1月20日(木)

13:00～15:00

1,000円こんにゃく作り
1月27日(木)

13:00～15:00

持ち物：エプロン・三角きん

広　告

有料広告

おわびと訂正
　

　広報せき12月15日号に

掲載した記事に誤りがあ

りましたので、おわびし

て訂正します。
　

○15ページ「市民活動を

サポートします」の照

会先である市民活動

センターの電話番号
　

　【正】緯24-7772
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パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
　
　
　

　
「
第
五
次
関
市
　
　
　
　
　
　

　
　
行
政
改
革
大
綱（
案
）」

　
「
第
五
次
関
市
行
政
改
革
大
綱
（
案
）
」
に
対

す
る
ご
意
見
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。
大
綱

（
案
）
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、
企
画
政
策
課
、

西
部
支
所
、
各
地
域
事
務
所
で
公
表
し
て
い

ま
す
。

◆
募
集
期
間
　
1
月
　
日
（
月
）
ま
で

31

◆
意
見
を
提
出
で
き
る
人
　
市
内
に
在
住
、

在
勤
、
在
学
ま
た
は
市
内
に
事
務
所
、
事

業
所
を
お
持
ち
の
方
（
団
体
を
含
む
）

◆
意
見
の
提
出
方
法
　
住
所
、
氏
名
、
ご
意

見
を
記
入
し
、
次
の
い
ず
れ
か
の
方
法
で

提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
①
書
面
、
②
郵
便
、

③
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、
④
フ
ァ
ク
ス
、
⑤

電
子
メ
ー
ル

※
様
式
は
自
由
で
す
。
口
頭
や
電
話
で
の
ご

意
見
は
ご
遠
慮
く
だ
さ
い
。

※
提
出
さ
れ
た
ご
意
見
と
そ
れ
に
対
す
る
市

の
考
え
方
を
、
募
集
期
間
終
了
後
に
公
表

し
ま
す
。

◆
照
会
・
提
出
先
　
企
画
政
策
課
（
緯
姥
7

0
1
4
　
姉
姥
7
7
4
4
　
死kikaku@

city.seki.lg.jp

）

　

パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
　
　
　

　
「
関
市
都
市
計
画
　
　
　
　
　

　
　
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン（
案
）」

　
市
の
都
市
計
画
に
関
す
る
基
本
的
な
方
針

（
案
）
に
対
す
る
ご
意
見
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

こ
の
案
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、
都
市
計
画

課
、
西
部
支
所
、
各
地
域
事
務
所
で
公
表
し

ま
す
。

◆
募
集
期
間
　
　
月
　
日（
月
）～
2
月
3
日

12

27

（
木
）

◆
意
見
を
提
出
で
き
る
人
　
市
内
に
在
住
、

在
勤
、
在
学
の
方
ま
た
は
市
内
に
事
務
所
、

事
業
所
を
お
持
ち
の
方（
団
体
を
含
む
）

◆
意
見
の
提
出
方
法
　
住
所
、
氏
名
、
ご
意

見
を
記
入
し
、
次
の
い
ず
れ
か
の
方
法
で

提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
①
書
面
、
②
郵
便
、

③
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、
④
フ
ァ
ク
ス
、
⑤

電
子
メ
ー
ル

※
様
式
は
自
由
で
す
。
口
頭
や
電
話
で
の
ご

意
見
は
ご
遠
慮
く
だ
さ
い
。

※
提
出
さ
れ
た
ご
意
見
と
そ
れ
に
対
す
る
市

の
考
え
方
を
、
募
集
期
間
終
了
後
に
公
表

し
ま
す
。

◆
照
会
・
提
出
先
　
都
市
計
画
課
（
緯
姥
7

6
9
9
　
姉
姥
7
7
4
6
　
死t

o
s
h
i
k
e
i

kaku@city.seki.lg.jp

）

　
市
営
住
宅
入
居
者

　
【
市
営
住
宅
】

◆
収
入
基
準
　
▽
一
般
世
帯
＝
月
額
　
万
8

15

0
0
0
円
以
下
　
▽
高
齢
者
お
よ
び
障
が

い
者
世
帯
＝
月
額
　
万
4
0
0
0
円
以
下

21

▽
小
学
校
就
学
前
の
子
ど
も
の
い
る
世
帯

＝
月
額
　
万
4
0
0
0
円
以
下

21

◆
入
居
資
格
　
▽
住
宅
に
困
っ
て
い
る
方

　
▽
同
居
ま
た
は
同
居
し
よ
う
と
す
る
親
族

の
あ
る
方
　
▽
市
税
を
完
納
し
て
い
る
方

▽
収
入
基
準
以
内
の
方
　
▽「
暴
力
団
員

に
よ
る
不
当
な
行
為
の
防
止
等
に
関
す
る

法
律
」に
規
定
す
る
暴
力
団
員
で
な
い
こ
と

◆
申
込
期
間
　
1
月
　
日
（
火
）
～
3
月
　
日

11

31

（
木
）

◆
入
居
予
定
日
　
随
時

◆
選
考
方
法
　
申
込
書
を
受
理
し
た
順
で
決
定

◆
申
込
先
　
都
市
計
画
課
（
緯
姥
8
1
2
1

姉
姥
7
7
4
6
）

※
申
込
用
紙
や
収
入
基
準
、
家
賃
な
ど
詳
し

く
は
、
当
課
ま
た
は
募
集
住
宅
が
所
在
す

る
地
域
事
務
所
へ

　　
青
少
年
雇
用
機
会
確
保
指
針
　

　
の
改
正

　
新
卒
者
や
既
卒
者
の
就
職
環
境
が
非
常
に

厳
し
い
こ
と
か
ら
、
　

月
　
日
に
「
青
少
年

11

15

雇
用
機
会
確
保
指
針
」
が
改
正
さ
れ
、
卒
業

後
3
年
以
内
の
既
卒
者
を
新
卒
扱
い
と
す
る

こ
と
が
定
め
ら
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
扱
い
を
踏
ま
え
、
1
人
で
も
多
く
正

社
員
と
し
て
就
職
し
て
い
た
だ
け
る
よ
う
、

卒
業
後
3
年
以
内
の
既
卒
者
を
対
象
と
し
た

求
人
の
提
出
に
つ
い
て
ご
理
解
と
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。

　
詳
細
は
、
岐
阜
労
働
局
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

◆
照
会
先
　
岐
阜
労
働
局
職
業
対
策
課（
緯

0
5
8
・
2
6
3
・
5
5
6
3
）ま
た
は
ハ

ロ
ー
ワ
ー
ク
関（
緯
鰻
3
2
2
3
）

　
勤
労
者
住
宅
資
金
利
子
補
給
　

　（
平
成
　
年
1
月
～
平
成
　
年

18

20

　
　
月
に
融
資
を
受
け
た
方
）

12
◆
対
象
者
　
次
の
い
ず
れ
に
も
該
当
す
る
人

▽
賃
金
、
給
料
な
ど
に
よ
っ
て
生
活
す
る
方

で
、
市
内
に
1
年
以
上
居
住
、
ま
た
は
市

内
の
同
一
事
業
所
に
1
年
以
上
勤
務
し
て

い
る
方
（
専
従
者
、
法
人
の
役
員
を
除
く
）

▽
自
己
の
居
住
用
の
住
宅（
住
宅
部
分
の
床

面
積
が
　
～
2
0
0
㎡
）を
市
内
に
新
築
、

10

購
入
、
増
改
築
さ
れ
た
方
（
修
繕
は
対
象

外
。
増
築
の
場
合
は
増
築
部
分
が
　
㎡
以

10

上
か
つ
既
存
部
分
と
合
わ
せ
て
2
0
0
㎡

以
下
。
中
古
住
宅
購
入
の
場
合
は
築
年
数

に
よ
り
対
象
と
な
る
場
合
あ
り
）

▽
公
的
機
関
を
除
く
金
融
機
関
か
ら
融
資
を

受
け
て
い
る
方

▽
居
住
地
の
市
区
町
村
税
を
完
納
し
て
い
る
方

◆
補
給
対
象
　
平
成
　
年
1
月
か
ら
平
成
　

18

20

年
　
月
末
ま
で
に
借
り
入
れ
た
住
宅
資
金

12
の
融
資
に
つ
い
て
、
平
成
　
年
1
月
か
ら

22

　
月
ま
で
に
支
払
っ
た
利
子（
た
だ
し
、
初

12め
て
利
子
を
支
払
っ
た
月
か
ら
3
年
間
分
）

◆
補
給
金
額
　
支
払
っ
た
利
子
の
う
ち
、
借
入

5
0
0
万
円
ま
で
の
年
利
1
％
以
内
の
額

◆
申
請
期
間
　
1
月
4
日
（
火
）
～
　
日
（
月
）

31

※
土
・
日
曜
日
、
祝
日
を
除
く

◆
申
請
先
　
商
工
課（
緯
姥
6
7
5
2
　
姉

姥
7
7
4
1
）

※
申
請
書
は
当
課
に
あ
り
ま
す
。

募募募募募募募

集集集集集集集
ぼ
し
ゅ
う

住
  宅
  名

板
取
野
口

下
之
保
住
宅

富
之
保
岩
山
崎

上
之
保
先
谷

上
之
保
宮
ヶ
野

種
類

2
L
D
K

3
L
D
K

3
L
D
K

4
D
K

4
D
K

月
 額
 家
 賃

3
0
、0
0
0
円
～

1
3
、1
0
0
円
～

1
5
、4
0
0
円
～

1
4
、7
0
0
円
～

2
0
、9
0
0
円
～

戸
数11111

案案案案案案案

内内内内内内内
あ
ん
な
い
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農
地
の
賃
借
料
情
報

　
平
成
　
年
　
月
　
日
に
施
行
さ
れ
た
農
地

21

12

15

法
の
改
正
に
伴
い
、
賃
借
料
決
定
の
参
考
と

し
て
、
今
ま
で
の
標
準
小
作
料
に
代
わ
り
、

農
地
法
お
よ
び
農
業
経
営
基
盤
強
化
促
進
法

に
よ
り
締
結（
公
告
）さ
れ
た
賃
貸
借
の
実
勢

賃
借
料
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。
今
回
の
情
報

は
、
田
に
お
け
る
平
成
　
年
1
月
～
　
月
の

21

12

　
ア
ー
ル
当
た
り
の
賃
借
料
で
す
。

10　
賃
借
料
を
物
納
支
給（
米
）と
し
て
い
る
場

合
は
、　

キ
ロ
当
た
り
1
万
1
5
0
0
円
に

60

換
算
し
て
い
ま
す
。

◆
中
央
農
業
委
員
会
　
▽
平
均
額
＝
8
3
2

3
円
　
▽
最
高
額
＝
3
万
円
　
▽
最
低
額

＝
4
9
8
2
円
　
▽
デ
ー
タ
数
＝
　
筆
54

◆
東
農
業
委
員
会
　
▽
平
均
額
＝
8
0
2
3

円
　
▽
最
高
額
＝
1
万
1
5
0
0
円
　
▽

最
低
額
＝
5
7
5
0
円
　
▽
デ
ー
タ
数
＝

　
筆
18

◆
西
農
業
委
員
会
　
▽
平
均
額
＝
5
1
3
7

円
　
▽
最
高
額
＝
1
万
9
1
6
6
円
　
▽

最
低
額
＝
1
0
0
0
円
　
▽
デ
ー
タ
数
　

1
2
7
筆

◆
照
会
先
　
農
業
委
員
会
事
務
局
（
緯
姥
7

5
4
3
　
姉
姥
7
7
4
1
）

     チビッコお楽しみフェア
コスモ
ホホーールル

　中学生以下のプラネタリウム観覧者の方にまなびセンターから

プレゼントを用意しました。

　プラネタリウム観覧受付するともれなくロビー設置のカプセル

トイ利用メダルが1枚無料（入場整理券1枚につき）でもらえま

す。

　カプセルの中身は天文やプラネタリウム番組に関するものと

なっています。この機会にぜひプラネタリウムへご来場ください。

★期　　日　1月9日（日）・16日（日）

★場　　所　わかくさ・プラザ「学習情報館3階・コスモホール」

★受付時間　午前10時～10時30分、午後1時30分～2時

★投影時刻　・午前10時30分～
　　　　　　　　プラネタリウム番組1「ぜんまいざむらい　こよいからくり天文館開演!」

　　　　　　・午後2時～　
　　　　　　　　季節の星座解説＋プラネタリウム番組2「仮面ライダー　恐怖の地球温暖化計画」

★観覧料金　▽一般＝300円　▽中学生以下＝無料

★定　　員　100人（定員に達し次第締め切ります。）

★照 会 先　まなびセンター　緯23-7760

　市長とワイワイ談議

　市民の皆さんの新鮮で柔軟な発想による「まちづくり」のた

めの夢やアイデア、市政への提言などを市長と一緒に語りませ

んか。

　自治会や子育てサークルなど、ワイワイ談議を希望する各種

団体を募集しています。

 照会先 　広報課　緯23-6806　姉23-7744

募 集
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子
ど
も
見
守
り
運
動
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
標
語

見
守
り
は
　
子
供
を
助
け
る
　
光
な
り

ケーブルテレビ・

チャンネル長良川

 明  日 を
あ す

 創 る関のまち1月号
つく

毎週月・水・金・日曜日
　　　　午前11時45分～
毎週火・木・土曜日
　　　　午後 8時45分～

放
送
時
間

 放送内容 

「関の文化財探訪（仮）」

市内に多数点在する重要文化財の数々。
そのいくつかを紹介します。

岐阜エフエム  80.0MHz 
「シティ インフォメーション」

毎週金曜日　午前9時～

1/ 7 「篠田桃紅芸術月間」

1/14「関市の温泉を紹介」

ぎふチャン  岐阜ラジオ1431kHz
「関市の時間」

毎月第1・3水曜日　午前9時40分～

1/ 5 「篠田桃紅芸術月間」

受講料開講日時定員主な内容・対象講座名No
関
市
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
講
座
  受講者

募　集

1,500円

2/13（日）

9:30～16:30

（1時間昼食

休憩あり）

30人

内容：パソコンの基本操作、マウスやキーボード

の使い方を学ぶ。

対象：パソコンをはじめて使う方。

はじめてのパソコン

6時間
26

1,500円

2/20（日）

9:30～16:30

（1時間昼食

休憩あり）

30人

内容：Excelの基本操作。簡単な表計算機能やグ

ラフの作成を学ぶ。

対象：Excel初心者でパソコンの使用経験のある方。

Excel2007入門

6時間
27

1,500円

2/27（日）

9:30～16:30

（1時間昼食

休憩あり）

30人

内容：Wordの基本操作。簡単な文書の編集や表の

作成を学ぶ。

対象：Word初心者でパソコンの使用経験のある方。

Word2007入門

6時間
28

◆受 講 資 格　　市内在住または在勤の方
◆場　　　所　　わかくさ・プラザ　「学習情報館3階・パソコン研修室」
◆使用ソフト　　マイクロソフトWindowsXP　InternetExplorer7　Office2007を使用します。
◆応 募 方 法　　はがきに、講座番号と講座名、郵便番号、住所、氏名、ふりがな、性別、電話番号、市外の方で市内に

勤務されている場合は勤務先を記入して、〒501-3802　若草通2－1　まなびセンターへ送付。1講座に
つき1人1枚に限ります。電話での申し込みはできません。また、まなびセンター窓口でも所定の用紙
に記入して申し込みすることができます。

◆応 募 期 限　　1月18日（火）必着
◆抽　 　 選　　申し込み多数の場合は、1月20日（木）午前9時から、学習情報館3階コスモホール前にて公開抽選を行

い、受講者を決定します。（公開抽選への参加が抽選結果に影響することはありません。）なお、申し込
みいただいた方全員にはがきにて抽選結果を通知します。

◆照　会　先　　まなびセンター（緯23-7760）　※月曜日、祝日の翌日は休館

　突然、警察官を名乗る人物から「振り込め詐欺の犯人を
逮捕したが、あなたの口座が悪用されていた。このままで
は預金が下ろせなくなるので、キャッシュカードを作り変
える必要がある」と電話があった。「新しいキャッシュカー
ドを作るのでカードを預からせて欲しい。今から銀行協会
の者をお宅に向かわせる。迅速な手続きのために、暗証番
号を教えて欲しい」と言われ、暗証番号を伝えた。電話の
最中に、身分証明書を首から提げた銀行協会職員を名乗る
男が来たのでキャッシュカードを渡してしまった。

（70歳代・女性）
（独）国民生活センター「見守り新鮮情報」より

ひとこと助言
●警察官をかたり、電話で暗証番号を聞きだし、銀行協会職員や銀

行員などになりすました共犯者がキャッシュカードを受け取りに

来て、預貯金を引き出される被害が増えています。電話中や電話

の直後にキャッシュカードを取りに来るので、考えたり相談した

りする時間もないうちに被害に遭っています。

●警察官や金融機関職員などがキャッシュカードを預かったり、暗

証番号を聞いたりすることは絶対にありません。それ以外でも、

他人に暗証番号を教えてはいけません。

●この手口の被害者のほとんどが、個人名の電話帳（ハローページ）

に掲載していました。一人暮らしの高齢者は、「116」に電話して

電話帳への掲載をやめるのも被害を防ぐ一つの方法です。

●このような電話がかかってきたら、すみやかに電話を切り、最寄

りの警察に通報してください。

警警警警警警警警警警警察察察察察察察察察察察官官官官官官官官官官官をををををををををををかかかかかかかかかかかたたたたたたたたたたたるるるるるるるるるるる電電電電電電電電電電電話話話話話話話話話話話

「「「「「「「「「「「カカカカカカカカカカカーーーーーーーーーーードドドドドドドドドドド預預預預預預預預預預預かかかかかかかかかかかりりりりりりりりりりりままままままままままますすすすすすすすすすす」」」」」」」」」」」ははははははははははは詐詐詐詐詐詐詐詐詐詐詐欺欺欺欺欺欺欺欺欺欺欺ででででででででででですすすすすすすすすすす！！！！！！！！！！！

 相談先 　関市消費生活相談室（商工課内）　緯23-6752

見守り
新鮮情報
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５月の主な行事
開演（会）時刻催し物会場日

午後1時平成23年　関市成人式大ホール 9日（日）

午前9時関市消防出初式大ホール10日（月）

午前9時30分中濃民踊協会　第36回民踊まつり大ホール16日（日）

午前10時岐阜県食育推進フォーラム大ホール19日（水）

午前9時20分旭ヶ丘中学校　学校文化の日大ホール21日（金）

午前9時桜ヶ丘中学校　合唱発表会大ホール22日（土）

午後0時30分緑ヶ丘中学校　合唱発表会大ホール22日（土）

午前10時30分
午後1時30分

親子アニメ映画会　有料小ホール23日（日）

午前10時30分岐阜県ディサービスセンター協議会研修会小ホール26日（水）

午後0時30分桜ヶ丘中学校　分級学習発表会小ホール28日（金）

※行事・日時など一部変更されることがあります。

文
化
会
館

図

書

館

 1日(土)、 2日(日)、 3日(月)、11日(火)、

17日（月）、24日（月）、31日（月）
１月の休館日

緯24─2525
桜本町2丁目文化会館

１

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　お申し込みは、図書館カウンターまたは　　図書館イベント参加者募集　　
電話またはFAXにてお待ちしています！

　　1日(土)～3日(月)、11日(火)、14日(金・整理日)、

17日(月)、24日(月)、31日(月)
１月の休館日

緯24─2529
若草通2丁目図書館

煙期　日    8日穣・ 9日擾・15日穣・16日擾・
　　　　　22日穣・23日擾
煙時　間　午後2時～3時
煙場　所　関市立図書館内「おはなしコーナー」
煙読み手　土曜日：おはなし広場「どんぐり」
　　　　　日曜日：かみふうせん

『声にだして読もう！』①～③

▽ステップ①『声のふしぎ』

　　日　時：1月15日穣  午後1時～2時

　　講　師：関音訳の会しおん

▽ステップ②『大きな声で』

　　日　時：2月20日擾  午前10時～11時

　　講　師：かみふうせん

▽ステップ③『気持ちをこめて』

　　日　時： 3月12日穣  午前10時～11時

　　講　師：どんぐり

場　所　わかくさ・プラザ「学習情報館2階・音楽室」

対　象　小学4～6年生

内　容　大きな声を出したり、みんなの前で話し

たりするのは苦手だなと感じていたらぜ

ひ参加してください。声の出し方、文章

の読み方、気持ちを表現して伝える方法

を、連続3回で学びます。

『折り切り紙であそぼう』

日　時　1月22日穣  午前10時～11時30分

場　所　わかくさ・プラザ

　　　　「学習情報館2階・創作実習室」

講　師　米光富雄さん

　　　　（関市卓越技能者）

定　員　15組30人　※申し込み順

対　象　小学生と保護者

内　容　折り紙を折って、はさみで切り込みを入

れて、いろいろな模様を作ります。
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あんな事、こんな事

　市職員約150人が順番で毎日更新するブログ「関

らら日記」が、楽天株式会社と連携している全国の自

治体が管理運営する「ご当地ブログ」の11月中のアク

セスランキングで、全国1位に輝きました。ブログには、

観光・イベント情報だけでなく、職員お気に入りのお

店やとっておきのいい話など、さまざまな話題がざっ

くばらんに書かれています。まだ見たことがない皆さ

ん、ぜひ一度「関らら日記」と検索し、クリックを。

「関らら日記」
で検索！

新たな真冬の祭典
　冬になると毎年市内のあちらこちらで見られる、暗

闇を明るく照らすイルミネーション。それを一堂に集

めたコンテストが、市役所南の市民広場で初めて開催

されました。市内の高校吹奏楽部によるコンサートな

どもあり、イベントを盛り上げました。数々の光が美し

くきらめくトンネルやツリーなどによる幻想的な世界

に、多くの来場者は目を楽しませていました。

伝統の鼓笛で心も引き継ぎ
　安桜小学校で、30年以上続く伝統の鼓笛の引き継

ぎ終了式がありました。6年生・5年生は、児童同士の

「師匠」「弟子」の関係で個別指導により練習を進めて

きました。師匠は優しく相手を思いやり、弟子は真

剣に取り組み、お互いに教え教わる喜びを感じてき

ました。これまで守り築き上げられた伝統の鼓笛。

演奏だけでなく「心」も受け継がれました。



21 広報せき  2011.1.1

　わかくさ・プラザ南側の調整池がバス

ケットコート（スリー・オン・スリー）とテニ

スコート（壁打ち）に様変わりしました。

　このバスケットコートは、ジュニア用

（小学生以下）と一般用（中学生以上）の

2面があり、バスケットゴールまでの高さが違うほか、

コートの形も違っていて、FIBA（国際バスケットボール

連盟）の2010年ルール改正に対応しています。

　調整池を有効利用したこれらのコートは12月29日～

1月3日を除いて無料で使えます。使用時間は午前9

時～午後4時30分。スポーツ振興課（総合体育館内）

の窓口で申し込んでください。体育館の休館日は、市

役所5階の総務管財課で受け付けます。

　現在はバスケットボールとテニスが同時に使えませ

んが、今後、仕切りのネットを張る予定だそうです。

ダンクシュートは、バスケットゴールやバックボードが

壊れる原因になるのでやめてくださいね。

　また、市役所側の調整池にもテニスコート（壁打ちで

ない普通のコート）がありますので、そちらもご利用く

ださい。

木にそれぞれの感性を表現
　江戸時代に独創的な仏像を彫ったことで知られる円

空のゆかりの地にちなんで、今年で5回目となる「全国

子ども木の造形作品コンクール展」が関市文化会館で

開催されました。子どもならではの発想、木のもつ色

や形の面白さを考えて表現した、個性あふれる意外な

作品など、全国各地から子どもらしさにあふれた作品

が数多く集められ、来場者を驚かせました。

災害現場の状況を把握しよう
　災害医療の現状と問題点を知ってもらう講演会

が開かれ、岐阜大学大学院の小倉真治教授が、災害

時の医療現場の現実を話しました。大規模な地震

が起きた場合、医療機関にたどり着けたとしても、

いつもと同じように治療が受けられるわけではな

いこと、有事の際の危機管理を市民自らが考えなけ

ればならないことを呼びかけました。

わくわくミルク教室
　牛乳をテーマにした食育教室が旭ケ丘小学校で初

めて開かれました。関牛乳（観音前）の社員と県農業

大学校（可児市）の生徒が牛乳ができるまでの工程を

詳しく説明。その後、児童は子牛にミルクを与えたり、

聴診器で心音を聞いたりして牛と実際にふれあう体

験をしました。また、作り方で違いのある牛乳を飲み

比べ、味を確かめました。

新年の準備にしめ飾り
　お正月を前に、武芸八幡宮で恒例のしめ縄づくりが

あり、地元の高齢者から小学生までの3世代が集まり

ました。わらは穂が出る前の稲を刈り取り、干して乾

燥させたもの。青 と々したわらの素朴な香りが漂う作

業場で、児童らは手ほどきを受けながら、一つ一つ丁

寧に編みこんでいきました。家族が健康で幸せに暮ら

せるよう願いを込めて、作業に打ち込みました。

こ
ぼ
れ
話
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⑫円空作仏像群狛犬
（県指定重要文化財　洞戸高賀）

　山岳信仰の場として知られる高賀山に鎮座する高賀神社には、平安時代か

ら室町時代までの仏像、 神像 、 懸  仏 など多くの文化財が残されています。さ
しんぞう かけ ぼとけ

らに、江戸時代前期の行脚僧で全国をまわり、生涯に12万体もの仏像を彫っ

たと伝えられている円空（1632～1695）もこの高賀神社に何度か訪れ、多く

の仏像を残しています。

　十一面観音菩薩立像（高さ221.2cm）と 善  女  龍  王  立  像 （高さ175.6cm）、 善  財 
ぜん にょ りゅう おう りゅう ぞう ぜん ざい

 童  子  立  像 （高さ174.6cm）の3体（中央の写真）は1本の針葉樹の丸太を割って
どう じ りゅう ぞう

造られています。3体の仏像を重ねると現在でも1本の木に復元できます。

円空仏の最高傑作の1つといえます。

　その他に、高さが約95cmもある1対の狛犬（左右の写真）、 虚  空  蔵  菩  薩  立  
こ くう ぞう ぼ さつ りゅう

 像 、 聖  観  音  菩  薩  立  像 などがあり、1
ぞう しょう かん のん ぼ さつ りゅう ぞう

7 躯 の仏像と3対の狛犬が岐阜県重要文
く

化財に指定されています。

その７

　
★　鵜　

【利用案内】関市洞戸円空記念館

　　　　　　開館時間　午前9時～午後4時30分

　　　　　　休館日　月曜日、祝日の翌日、年末年始（12月29日～1月3日）

　　　　　　入館料　一般200円、小人無料

【アクセス】国道256号線から高賀方面へ約2km　洞戸地域巡回バス「高賀神水庵前」下車、徒歩約40分

円空作 狛犬（云） 高賀神社蔵 一木作 高賀神社蔵 円空作 狛犬（阿） 高賀神社蔵


